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1) 道路橋の防食法と支承防錆
防食便覧による鋼材の防食分類

鋼材腐食発生の要因

・伸縮装置機能障害による漏水

・橋座面での雨水や土砂の堆積

・飛来塩分による塩化物の堆積

・被覆材の塗漏れ

・素地調整不足による残存錆

支承部の防食が課題

湿気が籠り易い

厳しい腐食環境

性能確保難しい

狭隘な作業環境

＋

架橋条件によるもの

施工精度によるもの

伸縮装置機能障害による漏水

漏水

滞水

橋座面での雨水や土砂・塩化物の堆積

土砂

水

雑草

塩

塗装塗替え後の不具合例

素地調整Rc-Ⅲで施工
していると思われるが
塗膜が割れている



素地調整不足による残存錆

作業環境による

素地調整のレベルが不足

層状錆の進行

桁下高さが無い
（300mm以下）

狭隘環境例（作業空間）

奥行きがある
（500mm以上）

防食下地が不十分なため防食機能を
果たせず鋼材は腐食進行を続ける

２) 新技術開発の経緯

塗装や金属溶射による薄膜の被覆材での防食

ケレンやブラストによる防食下地の形成が重要

狭隘部では錆除去困難なため残存錆

残存錆に薄膜の被覆材で早期損傷

橋梁補修工事における便覧仕様の防食では・・・
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錆を除去

できない場合

適用外

防食便覧による鋼材の防食分類

①部材位置の環境差（桁端部と支間部）

紫外線、湿度、水、塩分に対する耐久
性

②金属の電位差

普通鋼は鋳鉄よりも卑な金属なため異
種金属腐食の発生

③部材構造的問題

部材が重なり隙間が多い構造なため隙

超厚膜の

透明弾性樹脂で包み

適用可能

支承防錆工事に必要な性能 技術紹介文献
P.572019.7



鋼材鋼材(Fe)(Fe)

水和酸化鉄の発生水和酸化鉄の発生
FeFe22OO33・・HH22OO ((赤錆赤錆))塗装塗装

水酸化第一鉄の発生水酸化第一鉄の発生
Fe(OH)Fe(OH)22 ((初期錆初期錆))鋼材素地と錆の境界面鋼材素地と錆の境界面

における塩化物イオンの濃縮における塩化物イオンの濃縮

腐食因子腐食因子
の侵入の侵入
酸化の酸化の
進行促進進行促進

３) 新技術開発の効果

錆の発生メカニズム

鋼材鋼材(Fe)(Fe)

層状層状
剥離剥離

水和酸化鉄の発生水和酸化鉄の発生
FeFe22OO33・・HH22OO ((赤錆赤錆))塗装塗装

水酸化第一鉄の発生水酸化第一鉄の発生
Fe(OH)Fe(OH)22 ((初期錆初期錆))鋼材素地と錆の境界面鋼材素地と錆の境界面

における塩化物イオンの濃縮における塩化物イオンの濃縮

錆の発生メカニズム

層状剥離錆
鋼材素地と錆の境界面
における塩化物イオンの
濃縮

鋼材鋼材(Fe)(Fe)

支承防食工法（透ける沓）

透明弾性樹脂透明弾性樹脂
超厚膜

(20mm以上)

錆除去困難

薄膜での被覆では防食効果小

超厚膜での被覆で長期防食

新技術開発の効果 硬化前は流動に優れた隙間充填性

硬化密着後は腐食因子を完全遮断

・長期防食

・長期目視確認可能

・素地調整簡素化

・支承機能を阻害しない

・長期防食

・長期目視確認可能

・素地調整簡素化

・支承機能を阻害しない

新技術開発の効果 維持管理時における視認性



透明度保持率の確認新技術開発の効果 素地調整３種新技術開発の効果

・長期防食

・長期目視確認可能

・素地調整簡素化

・支承機能を阻害しない

支承の機能を阻害しない柔らかさ新技術開発の効果

・長期防食

・長期目視確認可能

・素地調整簡素化

・支承機能を阻害しない

施工フロー

素地調整の簡素化

発泡防止と、錆の進行確認が容易

発泡防止と、Conからの侵入水の遮断

点検時の目視確認が容易
土砂や雨水から隔離

透明弾性樹脂による超厚膜で長期防食

４) 施工の流れ

１) 素地調整

2) 鋼材下地処理材塗布

3) コンクリート下地処理材塗布

4) 透明型枠設置

5) 透明弾性樹脂充填

6)  完成

柔らかい樹脂で支承機能の阻害なし

改良点

５）施工事例

引 張 力 に 対 す る 鋼 材 破 断支 承 高 さ が 低 い 支 承 滞 水 す る 橋 座 で の 支 承

施工前 施工前施工前

施工後 施工後 施工後

複 数 ロ ー ラ ー 支 承1 本 ロ ー ラ ー 支 承 柱 基 部 （ ボ ル ト 保 護 ）

施工前 施工前施工前

施工後 施工後 施工後
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